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月 日 ～ 月 日

部 年

0

① ①病名・障害を記入

②病気・障害の身体的状況を記入

③

④

⑤個人データからコピペ

⑥個人データからコピペ

1

☆

② ★

☆

④ ★

⑥ ★

（岡山県特支校長会　授業づくりハンドブック）

☆ ⑦昨年度研究・年計で考えた基礎力も参考に、

この単元の基礎力を選択してください。

2

①

②大まかに内容がわかるように。

③ ★

3 ★

4 ★

5 ★

① ☆

①ではまず、単元の大枠をイメージできるように

・合わせた指導の目標は具体的なものとなり、
観点別で設定することがそぐわない場合があ
る。その場合は具体的目標のみ、あるいは１、２
観点のみとする。
・観点別目標は３観点のほか、児童生徒に応じ
たもので、別の観点を設定する場合もある。そ
の場合、３観点とどのように関連しているか整理
する必要がある。

授業者設定観点 目標関連する観点

教
材
観

設定の視点 チェック 内容や場面

単元で目指す「基礎力」

③は、新学習指導要領解説自立活動編第７章２
－２（１）「児童生徒の実態把握」（ｐ１０７）を参
照。自立活動のための把握内容だが、合わせた
指導の計画に向けた実態把握情報ともなる。

における具体的課題

☆は学校設定視点

★は新要領の中心視点

は自立活動の視点

それぞれの合わせた指導につながる個別の課
題は何か検討してみてください（複数可）

単元で目指す
「できた」
（具体的目標）

課題等

将来の生活環境・希望

は合わせた指導の視点

生活や学習環境・習慣

障害理解

学力・学習特性や配慮

長所やよさ

児童生徒の実態に係る具体的な情報の収集

※このシートは「合わせた指導」用です。

教科・科目・授業名 指導期間

部 科 授業実践研究フレームシート 記載上の注意

①

対象児童生徒 学級 指導者

⑥
個別の指導計画
自立目標

目標　（何ができるようになるか）

対象児童生徒の実態

児
童
生
徒
観

障害・病気の種類

② 障害・病気の程度・状態

知的発達や経験の程度

興味・関心

④

⑤
個別の指導計画
重点目標

合わせた教科等③

働かせる教科の「見方・考え方」

「見方・考え方」の具体的意味⑤

観
点

⑦

将来・日常の生活との関連

卒業後や実生活にどう活きるか

繋がるか

単元内容　(何を学ぶか）

単元・題材名

② 単元・題材の概要

単元の観点別目標

知識及び技能

思考・判断・表現力等

主体性など学習に取
り組む態度

➊～➍の内容が含まれているか、整理してみて
ください。箇条書きで、授業者が確認できれば十
分です。

各教科の
見方・考え
方を働か
せる場面
設定はあ
るか

・目標だけでなく内容も、児童生徒の実態や興
味関心を踏まえ、今の生活から発展し、日常や
将来の実生活、あるいは将来の職業（活動）に
結び付く内容にしましょう。

課題に対する、細分化した段階的な指導過程（スモールステップ）

成功・到達最初のステップ→ ２つ目のステップ→ ふたつ前のステップ→ひとつ前のステップ→
・授業にもよりますが、目標や課題に対し、習
得・達成に至るまでの児童生徒の動作や思考を
細分化し、スモールステップで取り組ませること
が大切です。

発達への支援や配慮・指導方法や指導体制の工夫（どのように支援するか）

授業で活用する教材・資源（何が必要か）

指
導
観

「合わせた指導」では、３の「指導の工夫」を４
「支援方法」や５「資源活用」も踏まえて考えるこ
とが多いので、内容の重複を避けるため、欄を
合わせています。

「できた」に向かう手立てとその過程の概略

指導の工夫　（どのように学ぶか）

単元・題材内容を設定する視点

・プルダウンで選択してください。できるだけ自動
化していますが、それ以外は自身で打ち込んで
ください。枠サイズは自由に広げてください。

➊

➋

➌

➍

実際の生活場面、活動
をふまえた内容か

将来の生活（日常・活
動）につながる内容か

興味関心、得意な面を
ふまえた内容か
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★ ※上記３点静岡県総合教育センター資料より参考

★

6 ★

①

④「できた」「できない」「○○したらできる」等端的に記載

③

④

7 ★

② 「できた」かどうか

児童生徒への評価（目標の達成段階・変容の状況、課題解決のための思考・判断・表現力の発揮、意欲や態度等）

知識及び技能

思考・判断・表現力等

評価（何が身についたか）

次に向けた改善点

主体性など学習に
取り組む態度

教師側評価

授業者設定観点

⑬
ＴＴで行う場合の情報共
有や連携の方法

⑭
般化するための家庭や
病棟との共有、環境整備

⑥

良さ、発達の進んでいる面
の活かし方と伸ばす工夫

将来の自立・社会参加との
関連で理解する場面設定

授業の意義・価値の確認
/目標意識・課題意識を
持たせる工夫

②

③

⑦

④

⑩
個別の役割設定と共同
の場面

⑪
各教科や他の合わせた
指導との関連

⑫

実態やつまづきに合
わせた単元中の改善

観
点

授業者設定観点

自己選択・自己決定する
きっかけ

評価規準

知識及び技能

思考・判断・表現力等

主体性など学習に取
り組む態度観

点

自立活動の指導との関
連

※新要領では、「指導と評価の一体化」のため
の評価方法やその工夫も話題となり、「合わせ
た指導」でも観点ごとに評価をする必要がありま
す。

計
画
・
指
導
状
況

日常・将来への般化

※「合わせた指導」の教師評価については、観
点ごとに考えるより、全体の目標設定や取り組
み、計画・工夫などの項目のほうが評価しやす
いと考えます。また、授業だけで終わらせないと
いう考えから、最後の項目を設定しています。

評価規準は事前に検討しておきましょう。

課題・意義への気づき →知識・技能の学び →思考の深まり・試行 →習得・達成・反復・習慣化 →活用や探究（発展）

目標の的確さ

設定した内容の適切さ

指導の方法・工夫

・授業にもよりますが、目標や課題に対し、習
得・達成に至るまでの児童生徒の動作や思考を
細分化し、スモールステップで取り組ませること
が大切です。

指
導
観

合わせた指導での取り組みは、授業時間の中
だけではなく、経験の拡大に向けた日常の環境
整備、将来につなげるための周囲の理解や環
境整備が必要です。そのためにも家庭や病棟と
の指導内容の共有化が必要となります。

単元の段階的な学習過程

「主体的・対話的で深い学び」の視点や実践方
法は、これまでの特別支援教育の中の「合わせ
た指導」の考え方や実践と通じ、合致するという
理解のもと、３つの視点ではなく、細かな指導の
工夫の視点に分けて項目立てしています。

補足１：指導計画等の作成上の配慮事項
　計画を立てる上で、指導要領各教科等の目標
や内容はもちろんだが、要領及び解説の「指導
計画の作成と内容の取扱い」に、教科等の特質
に応じてどのような学習活動等の充実を図ると
よいかを例示しているので参照してみてくださ
い。

補足３：「合わせた指導」については、このシート
を作成する上で、指導要領解説だけでは不十分
と感じ、次の資料を参考にさせていただいてい
る。
・「授業作りハンドブック」：岡山県特別支援学校長会
・「各教科等を合わせた指導のガイド」　秋田県教育
委員会
・「特別支援教育の授業づくりに関する資料」：静岡
県総合教育センター資料
・論文「特別支援教育の視点から見た新学習指導要
領の議論」：山中冴子（埼玉大学　准教授）

補足２：この「授業実践研究フレームシート」は、
今回の校内研究における以下の目的のために
作成しました。
①児童生徒が「できた！」を感じられる授業を目
指すこと。あわせて教師も、児童生徒に力をつ
けることが「できた！」といえる授業を目指すこ
と。
②児童生徒の将来に「生きる」力として整理した
八養版「社会人基礎力」の視点を持つこと。児童
生徒の将来を意識すること。
③新学習指導要領の理解につながること。その
ため、フレームシート③【合わせた指導】は、新
学習指導要領の解説、各教科等編の第４章、第
２節３（３）をベースに、総則編第３編第２章第４
節の教育課程の実施への配慮、総則に含まれ
るカリキュラム・マネジメントの要点を踏まえ、授
業を行う上で検討すべき事項を押さえられるよう
に構成に配慮した。※ただし、単元の具体的な
推進計画や内容構成について、はここでは外し
ている。

見通し・振り返りへの工夫

⑤ 自主的・自発的学びへの工夫

⑧
解決しようとする思考・判
断・表現力を育む工夫

⑨
支援機器・治具・補助具
等の活用

・授業によって習得や達成までのもの、あるいは
発展の先があるもの、もっと細かなステップが考
えられるものがあると思います。過程の項目や
枠は、単元にそぐわなければ変更してください。
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